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の

伝

統

行

事
今
年
の
入
学
式
は
四
日
行
な
わ

れ
た
が
、
川
辺
小
で
は
明
治
初
期

か
ら
伝
統
行
事
と
し
て
続
け
ら
れ

て
い
る
、
旗
持
ち
集
団
登
校
が
こ

と
し
も
一
週
問
行
な
わ
れ
た
。

こ
の
行
事
は
、
全
児
童
八
十
五

人
が
登
校
前
、
東
組
、
向
宿
組
、

宿
岡
組
の
三
方
部
に
集
合
し
、
川

辺
八
幡
神
社
に
参
拝
、
入
学
報
告

す
こ
や
か
な
成
長
と
、
交
通
安
全

を
祈
願
し
た
あ
と
、
新
入
学
児
を

先
頭
に
手
に
手
に
日
の
丸
の
小
旗

や
ノ
ボ
リ
を
持
ち
「
鐘
の
嗚
る
丘
」

な
ど
を
歌
い
な
が
ら
元
気
よ
く
学

校
に
行
く
も
の
で
、
沿
道
に
は
お

と
う
さ
ん
や
お
か
あ
さ
ん
た
ち
も

出
て
昔
を
想
い
出
し
な
が
ら
、
新

入
学
児
を
激
励
し
、
六
年
生
ら
の

上
級
生
た
ち
は
正
し
い
道
路
の
歩

き
方
等
を
教
え
な
が
ら
、
入
学
児

（
今
年
十
三
人
)
を
い
た
わ
る
よ

う
に
行
進
す
る
も
の
で
、
こ
の
た

め
入
学
児
も
楽
し
く
登
校
す
る
習

慣
が
つ
く
ほ
か
、
事
故
防
止
に
も

つ
な
が
る
も
の
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
行
事
は
明
治
初
期

(lll
辺
小
創
立
）
か
ら
児
童
た
ち

が
自
主
的
に
行
な
っ
て
い
る
も
の

で
日
の
丸
の
小
旗
や
ノ
ボ
リ
は
来

〗
年^
六
年
生
に
な
る
現
在
の
五
年
生

が
引
継
ぎ
保
存
し
、
古
く
な
る
と

”`年
年
々
上
級
生
た
ち
が
新
調
す
る
も

の
で
あ
り
ま
す
。

川

辺

小

H
の
丸
の
旗
で
躾
団
登
校

企

画

室

長

宗

形

四

郎

退

税

務

課

保

育

所

保

母

職
車八

田木

ミ喜

ナ久

子夫

新

採

用

公

民

館

長

心

得

関

四
月
一
日
付
で
次
の
人
事
異
動
が
あ
り
ま
し

こ
。

キ
i

産

業

課

長

兼

企

画

室

長

斎

藤

泰

三

（
産
業
課
長
）

根

忠

幸

（
社
会
教
育
主
事
）

人

事

異

動

課）

農
業
改
良
推
進
員
役
員
会

（

産

業

課

）

七
日
ー
ニ
七
日
南
須
釜
地
区
国
土
調
査
閲

覧

（

企

画

室

）

米
生
産
調
整
幹
事
会（

産

業

課

）

生
ポ
リ
オ
ワ
ク
チ
ン
投
与

母

子

セ

ン

タ

ー

（

住

民

課

）

ク

須

釜

支

所

（

住

民

課

）

区

長

会

（

総

務

課

）

仔
牛
生
産
検
査
西
部
地
区

盆

匡

業

課

）

ク

東

部

地

区

（

産

業

課

）

妊
婦
健
康
診
断
母
子
セ
ン
タ
ー

（

住

民

課

）

第
五
回
農
業
委
員
会（

企

画

消

防

幹

部

会

（

総

務

民
生
委
員
協
議
会

（

住

民

米
生
産
推
進
対
策
幹
事
会

（

産

業

二
五
日

課）

ク中

旬

室）課）

二

0
日

一
七
日

一
七
日

―
二
日

―
二
日

一
六
日

-
0日

-
0日

五

日
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歳入内訳
昭和48年度

一般会計予算
.'. "'■ 

村税内訳

歳出内訳

2,251千円

(4.5%} その他
粁円

昭和48年度国民健康保険特別会計予算

歳入 歳 出

昭和48年度広域簡易水道特別会計予算

入 歳出歳

昭

和

四

十

八

年

度

て

、

一

般

会

計

、

叩

四

億

―

千
五
百
十
万
円
国
保
特
別
会
計
九
千
九
百
六
十
八
万
六
千
円
、
水
道

事
業
会
計
一
億
五
千
九
百
九
十
三
万
円
の
そ
れ
ぞ
れ
の
予
算
が
議
決
さ

れ
ま
し
た
。
一
般
会
計
で
は
昨
年
度
予
算
（
三
億
四
千
百
万
円
）
を
大
き

く
上
廻
る
四
億
三
千
万
円
を
超
す
大
型
予
算
で
、
こ
の
中
で
も
農
政
、
道
路

及
び
福
祉
関
係
予
算
が
伸
び
て
い
る
。
こ
れ
は
今
年
度
よ
り
振
典
計
画
事

わ
が
村
の
予
算

四
璽
二
干
万
円
を
超
す

費
負
担
（
五
才
引
下
げ
）
、

設

等

に

よ

る

も

の

で

あ

り

ま

す

。

そ

て

は

須

釜

小

の
二
期
工
事
、
屋
内
運
動
場
建
設
、
地
積
調
査
事
業
、
水
道
事
業
等
が
あ

り
ま
す
。

国
保
特
別
会
計
で
は
前
年
度
予
算
よ
り
十
七
％
の
伸
び
に
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
こ
れ
は
医
療
費
の
伸
び
が
主
な
も
の
で
す
。
又
、
水
道
事
業
会

計
で
は
今
年
度
は
二
年
目
で
今
年
度
で
事
業
が
完
了
予
定
で
あ
る
た
め
予

算
額
で
前
年
度
（
六
千
四
百
万
円
）
の
約
二
、
五
倍
近
い
一
億
五
千
九
百

万
円
が
計
上
さ
れ
た
。

尚
、
歳
入
、
歳
出
の
内
訳
は
、
別
表
円
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。
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目
標
数
量
の
配
分

米
生
産
調
整
推
進
に
つ
い
て
は

日
頃
よ
り
み
な
さ
ま
方
の
御
協
力

を
賜
わ
り
深
く
感
謝
申
し
上
げ
ま

す。
さ
て
市
町
村
割
当
て
の
本
年
度

に
つ
い
て
は
、
先
に
報
道
機
関
等

に
よ
り
広
報
さ
れ
御
承
知
の
事
と

思
い
ま
す
。
こ
れ
ら
本
村
配
分
堡

に
基
づ
き
ま
し
て
個
人
別
配
分
表

を
作
成
し
、
先
般
来
お
渡
し
を
し

た
訳
で
御
座
い
ま
す
が
、
い
ぜ
ん

と
し
て
米
は
過
剰
の
状
態
下
に
あ

り
、
農
家
の
み
な
さ
ん
方
の
絶
大

の
御
協
力
な
く
し
て
こ
の
問
題
ほ

解
決
し
な
い
訳
で
あ
り
ま
す
。
特

に
今
年
か
ら
は
転
作
に
重
点
を
指

向
し
農
家
経
済
の
減
退
を
極
力
防

止
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
等
、

国
の
施
策
か
ら
は
う
た
れ
て
お
り

ま
す
が
、
本
村
の
現
状
か
ら
は
半

湿
田
以
上
の
悪
い
水
田
が
多
い
現

況
か
ら
、
こ
れ
ら
に
指
向
は
容
易

で
な
い
と
思
わ
れ
ま
す
が
出
来
得

る
限
り
の
転
作
配
慮
を
切
望
し
た

い
訳
で
御
座
い
ま
す
。

？

各
位
様
に
配
分
し
た
面
椴
、
誠

等
に
つ
い
て
何
分
の
消
化
に
御
協

、

力
賜
わ
り
度
く
切
に
お
願
い
申
し

上
げ
ま
す
。

部
落
別
配
分
表
次
の
通
り
で
す
。

昭
和
48
年
度
米
生
産
調
整

⑮
―
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釜
ー

須
[

大
字
四
辻
新
田
字
村
中

塩

田

好

一

氏

所

蔵

労
働
保
険
料
報
告
書
の
提
出

須
賀
川
労
佑
基
準
監
督
署
よ
り

確定申告がまちがつ

ていたときは訂正す

ることができますJ

宗
門
人
別
改
帳

確
定
申
告
を
し
た
あ
と
で
、
所
得
や
税
額
の

計
算
を
ま
ち
が
え
て
、
税
金
を
少
な
く
納
め
た

り
、
還
付
を
受
け
る
税
額
が
多
か
っ
た
こ
と
に

気
づ
い
た
場
合
に
は
、
「
修
正
申
告
」
を
し
て

訂
正
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

税
務
署
か
ら
の
調
査
を
受
け
る
前
に
修
正
申

告
を
す
れ
ば
過
少
申
告
加
算
税
は
か
か
り
ま
せ

ん。
ま
た
、
所
得
や
税
頷
を
多
く
計
算
し
て
税
金

を
納
め
過
き
た
り
、
還
付
を
受
け
る
税
金
が
少

な
い
こ
と
に
気
づ
い
た
場
合
は
、
「
更
正
の
請

求
」
の
手
続
ぎ
を
し
て
、
納
め
過
ぎ
た
税
金
を

返
し
て
も
ら
こ
と
が
で
き
ま
す
。

労
働
保
険
ご
加
入
の
み
な
さ

ん
、
昭
和
四
十
七
年
度
確
定
、
昭

和
四
十
八
年
度
概
算
保
険
料
申
告

は
五
月
十
五
日
ま
で
に
、
保
険
料

を
添
え
て
労
働
荼
準
監
督
所
・
銀

行
ま
た
は
郵
便
局
に
提
出
す
る
こ

と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
皆
さ

ん
の
便
宜
を
は
か
り
、
つ
き
の
日

程
で
説
明
会
お
よ
び
出
張
受
付
い

た
し
ま
す
か
ら
ご
利
用
下
さ
い
。

な
お
ご
不
明
の
点
は
、
須
賀
川

労
働
基
準
監
督
署
へ
お
問
合
せ
下

さ
い
。
（
電
話
五
ー
＿
―
-
五
一
九
）

説

明

会

四
月
十
八
日
午
後
一
時
三
十
分

石
川
町
商
工
会

出
張
受
付

四
月
―
―
―
十
日
午
前
九
時
三
十
分

よ
り
午
後
一
＿
一
時

玉
川
村
商
工
会

大
凶
作
願
書

表
紙
右
方
に
『
天
明
の
度
に
は

劣
り
候
、
稀
な
り
、
凶
作
当
村
の

儀
は
、
種
一
粒
も
こ
れ
無
く
候
』
と

あ
る
を
見
て
も
、
如
何
に
農
民
が

困
窮
し
た
か
が
計
り
知
ら
れ
る
。

本
文
中
に
『
田
は
皆
膏
立
ち
と

な
り
、
畑
作
は
大
雨
嵐
の
た
め
倒

れ
て
実
ら
ず
、
葛
、
蕨
の
根
を
握

っ
て
食
い
続
け
て
い
ま
す
の
で
、

御
検
見
（
作
柄
調
べ
）
を
願
い
た

い
と
こ
ろ
で
す
が
、
役
人
を
迎
え

る
た
め
の
人
馬
に
も
難
儀
し
：
』

_＿＿＿＿＿＿＿＿_＿

_-n ___ ＿_＿ 
__ ＿
 
__ ＿＿_＿ 
__ 
＿_＿＿＿＿＿＿

-n-

.
L
 

ガ
l
 

-9

、

U

と
あ
り
、
天
保
七
年
(
-
八
三
六
）

当
時
の
世
相
を
知
る
上
で
最
も
貴

重
な
資
料
で
あ
る
。

天
保
十
二
丑
年
分
家
浜

尾
組
四
辻
新
田
村
宗
門

人
別
天
台
宗
御
改
帳

十
一
月
岩
瀬
郡
弐
丹
六
内
控

宗
門
人
別
改
帳
は
戸
籍
台
帳
と

し
て
、
担
那
寺
、
所
有
高
、
戸
主

以
下
家
族
、
年
令
、
婚
姻
、
出
稼

雇
入
れ
、
質
物
、
表
公
な
ど
を
記

し
、
明
治
五
年
（
一
八
七
二
）
に

壬
申
戸
籍
と
な
っ
た
。

村
の
構
成
員
に
つ
い
て
、
宗
旨

寺
ご
と
に
調
査
し
、
人
別
ご
と
に

実
印
を
と
り
、
代
官
所
に
提
出
し

た
も
の
で
、
当
時
の
村
落
や
家
族

の
状
況
を
知
る
上
で
重
要
な
文
書

で
あ
る
。

天
保
十
二
年

（
一
八
四
一
）

天
保
七
年

大
凶
作
諸
願
筋
控

申
八
月
奥
州
石
川
郡
山
小
屋
村

大
字
山
小
屋
字
水
溜

我
妻
茂
世
氏
所
蔵
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ク

’
 

反

省

i
’
 

三

輪

貞

夫

ク

ん

分
の
こ
と
を
考
へ
る
と

Cク々

の
こ
と
は
言
い
な
い
も
の
だ

一
の
世
に
完
全
な
人
間
完
成
が
な
い
限
り

t

互

の

デ

ス

カ

ッ

ツ

ョ

ソ

に

よ

り

ウ

，
 

，
 

格
修
養
は
必
要
だ
が

，
 

れ
は
常
に

5

，
 

ん

羊
を
よ
り
よ
く
し
よ
う

，
 

．
に
し
よ
う
と
し
て
の

ク

，
 

昼
を
含
ん
で
の
話
し
合
い
で

，
 

著
に
と
っ
て
ほ
ん
と
う
に
有
難
い
こ
と
で
あ
る
、

一

が

反

面

に

ク

，
 

ヽ

相
手
を
傷
け
る
よ
う
な

相

手

の

人

間

感

情

を

暗

く

す

る

よ

う

な

グ

，
 

'

そ

し

て

あ

れ

は

わ

か

ら

な

い

ん

ヽ

で

自

分

だ

け

が

偉

い

ん

だ

と

ん

c
 

ん

Q

人
を
蔭
で
悪
評
す
る

ク

ヽん

グ
そ
う
し
た
こ
と
が

• 

ん

i

い
か
に
愚
で
あ
る
か
を
考
へ
た
い

C

ヽ

一

人

一

人

が

そ

れ

ぞ

れ

の

人

な

り

に

、

i
 ヽ

ク

●
 

i

真
剣
に
生
き
て
い
る
の
だ

の

／
 

＾
 

ヽ

ク
み
ん
な
の
幸
せ
の
た
め
に

ク
お
互
が
よ
り
よ
く
生
き
る
こ
と
を
反
省
し
た
い
グ

ク

r

～

り

.
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ヽ
‘
‘
‘
入
｀
‘
ヽ
‘
`
‘
、
~
ヽ
ヽ
‘
ヽ
‘
`
‘
‘
‘
‘
~
ヽ
ヽ
‘
A
~
、
`
‘
、
’

// // 

新
任
校

玉

川

一

小

ク

旧
任
校

竹

貫

中

須
賀
川
―
-
＿
小

田

口

小

小

平

小

-'/ ク教校職

諭長名

東福寺の「薬師如来像」

県重要文化財に指定

南
須
釜
東
福
寺
に
あ
る
「
木

辿
薬
師
如
米
立
像
．
」
一
幅
及
び

-
．
本
造
両
脇
侍
臨
と
十
二
神
将

像
」
十
二
躾
が
、
昭
和
四
十
八

年
―
―
一
月
二
十
二
日
付
で
福
島
県

重
要
文
化
財
（
彫
刻
の
部
）
に

指
定
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
薬
師
如
来
立
像
は
、
東

福
寺
境
内
楽
師
堂
中
央
厨
子
の

中
に
安
置
さ
れ
て
い
る
秘
仏
で

台
座
を
含
め
て
一
、
四
二
ぃ
い
で

宋
様
式
の
影
響
を
受
け
た
彫
刻

で
、
容
ぽ
う
は
厳
し
く
髪
が
額

に
深
く
か
か
る
な
ど
の
特
徴
を

そ
な
え
、
切
れ
長
の
両
眼
に
は

墨
、
く
ち
び
る
に
は
朱
が
入
り
、

額
に
は
水
晶
が
は
め
込
ま
れ
て
い

る
。
鎌
倉
中
期
の
作
と
み
ら
れ
て

い
る
秀
作
で
あ
る
。

そ
の
如
来
像
の
両
脇
に
日
光
、

月
光
菩
薩
像
二
姻
、
そ
れ
に
十
二

支
の
動
物
を
冠
上
に
も
っ
十
二
神

将
が
な
ら
ん
で
い
る
。
こ
の
侍
像

及
び
十
二
神
将
は
寄
せ
木
作
り
で

室
町
時
代
後
期
の
作
と
推
定
さ
れ

て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
―
つ
の
寺
に
し
か

も
立
派
な
薬
師
如
来
像
、
日
光
、

月
光
、
十
二
神
将
像
が
そ
ろ
っ
て

い
る
の
は
県
内
に
は
例
が
な
い
。

氏

名

南

条

知

一

中

野

文

一

郎

水

野

仁

古

川

子

熱

転

入

者

村
内
の
小
中
学
校
教
朦
員
に
次
の
異
動
が
あ
り
ま
し
た
。

教

職

員

の

異

動

// 

"/ 

ク

// 

// // 泉 ク // 

ク教校// // 

諭 長

ク

中

新
任
校

川

辺

小

須

釜

小

ク

旧
任
校

南

山

形

小

川

内

三

小

中

谷

二

小

沢

渡

小

仁

井

田

小

新

採

用

中

谷

中

二

瀬

中

郡

山

二

中

行

健

中

野

木

沢

中

'/'/ ク教職

諭名

氏

名

上

田

佳

南

子

橋

本

敏

夫

小

川

ミ

ッ

ニ

高

宮

祥

子

高
久
田
富
―
―
―

服

部

健

本

田

吉

之

助

塩

田

重

三

郎

原

竹

竹

十

生

天

目

英

憲

白

石

佳

子

稲小川浅中西須郡郡西白宮大西石大野南須浅

村賀山 山 ・ 山賀 新
田平東川ー田川

河 久木

一二三
田

二
本原野川

田沢形
川 川 任
三地

中中中中小中中中中中小小小小中小小小小小

1/'l 

釜

// ク ク須// 7/ 

釜

中

ク ~ ~ // クク

野

洋緑 周金塁

ク 'l~ 泉ク

クク

中

// // 

部岩花池川野井

順邦文博

// 

/,, ク須川ク

釜辺

小小

// // 

辺崎戸

~ 'l'l 

ク‘

// 

旧
任
地

玉

川

一

小

クク

ク 教 校 職

諭長名

高郷阿 白武 小布菅薄星渡岡味迎八樋加本小吉
氏

木口藤郷針田

重芳森和博良孝孝威
名

子郎乎造芳修子雄雄子栄春治一子子子夫ー一

転

出

者

旧
任
校

郡

山

二

中

浅

川

中

具

泊

中

野

木

沢

中

竹

貫

中

新

採

用

// 

新
任
校

泉

中

ク須ク

クク

中

'l'l 教職

諭名

兼深緑白鈴渡
氏

子谷川石木辺

栄郁美昌
名

子巌介夫夫三

裕

早
自

め動 四
にこ

納 納 車 月
期 め
限ま 税の

郡 三はよし 県
山十う
県日 一税
税 で
事 す 期
務

所
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石
川
地
方
公
民
館
連
絡
協

議

会
、
同
主
事
部
会
で
は
、
石
川
地

方
五
町
村
の
勤
労
青
少
年
の
実
態

を
知
り
今
後
の
社
会
数
育
の
方
向

づ
け
を
す
る
た
め
に
「
石
川
地
方

に
お
け
る
勤
労
青
少
年
の
実
態
と

今
後
の
教
育
の
方
向
に
つ
い
て
の

調
査
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

こ
の
調
査
は
、
勤
労
青
少
年

（
十
五
オ
か
ら
二
十
五
オ
）
と
成

人
（
三
十
オ
か
ら
六
十
オ
）
を
対

ー

~ i――――― 
石111地方における

勤労青少年と成人の実態讀査から

（その 1)

元 l農林業 1商工業 勤め人 1家事 Iその他 1無阿答 計

16人 I6人 51人 8人 3人 1人 35人
勤労育少年 ・ —--------- - -- - · -----------------------------

18.8飴 I7.1% 60.0形 9.4% 3.5:J,; 1.2% 100Jb 
' -

I i 48人 7人 24人 21人 II 3人 1人 104人
成 人 ------ --------------・r---------------------- " ""' 一

46.2% 6.7% 23. 1% 20.2形 2.~'; 后 0.9飴 100% 

調
査
対
象
者
の

就

業

内

訳

象
に
、
石
川
地
方
全
体
で
勤
岱
迅
H

少
年
と
成
人
そ
れ
ぞ
れ
八
百
二
十

五
人
を
無
作
為
抽
出
法
で
抽
出
し

調
査
を
し
た
も
の
で
、
玉
川
村
で

は
勤
労
青
少
年
と
成
人
そ
れ
ぞ
れ

百
二
十
五
人
に
つ
い
て
実
施
し
、

互
収
率
は
勤
労
青
少
年
が
百
八
人

で
八
十
六
•
四
％
、
成
人
が
百
十

五
人
で
九
十
二
％
で
し
た
。

今
月
号
か
ら
玉
川
村
分
の
調
査

結
果
を
順
に
掲
載
い
た
し
ま
す
。

｀
右
の
表
で
、
「
ま
す
ま
す
発
展
す
る
」
及
び
「
発
展
す
る
」
を
合
わ

せ
る
と
、
勤
労
青
少
年
で
六
十
五
・
九
％
、
成
人
で
六
十
七
・
三
％
の

者
が
わ
が
村
は
発
展
し
て
い
く
と
答
え
て
お
り
、
今
後
の
見
通
し
は
明

る
い
と
い
え
ま
し
よ
う
。

成人 104人について 勤労青少年85人について

発展する

51. 9% 

,.,, 心 ,r.,-,,1,r.,r,.. /AりI/J/_./.,I/J/.,,/A,1#,.J/J/_,.,,1,,_,,.,,,-A.,l,W/J/,-;l,V/J✓●ノl>A--/,w,,_./_,,_.,

青年梅外派逍団員募隼
,.,,,.,,~,,, .. ,,,.,,,,,,,.,,,,,,,,, ● ,,.,,,,,,.,,,,,.,,,,-f,r/響，，,,.,,,,.,,,,,,,,,,.,,.,,,,,響,,..,,,.,,,,,.,,,,,,.,,.,,,.,,,,~,.

希
望
者
は
玉
川
村
公
民
館
へ
問
合
せ
下
さ
い
。

申
込
締
切

資

格

実
施
期
間

訪
問
都
市

県
で
は
次
代
を
創
る
青
年
に
研
修
と
規
律
あ
る
団
体

生
活
を
通
じ
て
心
身
を
鍛
練
し
、
国
際
的
視
野
と
親
善

を
深
め
、
日
本
の
正
し
い
姿
と
位
監
づ
け
を
理
解
さ

せ
、
正
し
い
展
望
に
立
っ
た
郷
土
福
島
県
の
建
設
に
資

す
る
た
め
次
の
要
領
で
青
年
海
外
派
遣
団
員
を
募
集
し

て
い
ま
す
。

昭
和
48
年

7
月
15
日
か
ら
7
月
2
7
日

ナ
ホ
ト
カ
、
バ
バ
ロ
フ
ク
ス
、
モ
ス

ク
ワ
な
ど
の
諸
都
市

県
内
に
居
住
す
る
勤
労
青
年
で
20
オ

i30
オ
で
健
康
で
協
調
性
に
富
み
、

健
全
な
団
体
に
加
入
積
極
的
に
活
動

し
て
い
る
者

昭
和
48
年

4
月
25
日

10.6% 
まず

見通しは

暗い

15.3% 

発展する

29.4% 

ますます

発展する

36.5% 

玉
川
村
今
後
の
見
通
し
は
…
…

山
火
事
の
も
と

気
な
し
の
投
け
す
て

坊
ご
う
山
火
情

ヽ
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健
康
優
良
児
の
表
彰

去
る
三
月
二
十
六
日
公
民
館
日

本
間
に
於
い
て
四
十
七
年
度
健
康

優
良
児
の
衷
彰
式
を
行
い
十
七
名

の
乳
幼
児
が
表
彰
さ
れ
ま
し
た
。

村
で
は
母
子
保
健
推
進
の
た
め

例
年
実
施
し
て
い
る
健
康
優
良
児

の
表
彰
を
本
年
も
昭
和
四
十
六
年

一
月
一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日

ま
で
に
生
れ
た
一
〇
八
名
の
乳
幼

児
を
対
象
に
健
康
診
断
、
育
児
相

談
、
予
防
接
種
等
を
受
け
、
発
育

も
標
準
よ
り
す
ぐ
れ
て
い
る
十
七

名
の
優
良
児
を
表
彰
い
た
し
ま
し

た。
優
良
児
の
氏
名
は
次
の
と
お
り

で
す
。
括
弧
内
は
保
護
者
名
と
部

落
名
で
す
。

須

釜

淳

子

小
針
智
香
子

矢

吹

正

小

林

恵

子

鈴

木

博

幸

（
義
男
、
小
高
）

（
幸
男
、
中
）

（
金
一
、
北
須
釜
）

（
彦
次
、
竜
崎
）

（
好
一
、
南
須
釜
）

岩

谷

忍

大
和
田
寛
伸

石

井

登

榊

枝

栄

子

小

針

達

夫

車
田
よ
し
子

国

井

正

四

熊

田

和

美

熊

田

和

子

大
和
田
明
美

水

野

信

哉

鈴

木

直

利

（
共
利
、
中
）

（
俊
寛
、
吉
）

（
正
登
、
小
高
）

（
正
夫
、
北
須
釜
）

（
満
、
小
高
）

（
善
夫
、
小
高
）

（
正
孝
、
南
須
釜
）

（
和
也
、
川
辺
）

（
義
一
、
川
辺
）
．

（
春
良
、
吉
）

（
勝
義
、
中
）

（
利
夫
、
北
須
釜
）

村
の
交
通
対
策
協
議
会
で
は
、

今
年
小
学
校
に
入
学
さ
れ
た
児
童

（
九
十
六
名
）
と
保
育
所
（
七
十

七
名
）
、
児
童
館
（
四
十
五
名
）

に
入
所
さ
れ
た
圏
児
に
対
し
、
交

朝
風
に
浴
衣
の
裾
を
吹
か
せ
つ
つ
大
洋
に
向
さ

大
き
く
手
を
上
ぐ

入
江
な
す
対
岸
の
高
さ
建
物
は
青
葉
を
ぬ
き
て

朝
の
陽
に
白
し

大
き
石
段
よ
り
見
下
す
海
の
限
り
な
く
浪
つ
ぎ

つ
ぎ
と
白
く
よ
り
来
る

宿
の
下
の
潮
騒
の
音
遠
の
き
て
思
わ
ぬ
位
置
が

岩
礁
と
な
る

停
車
長
さ
電
車
よ
り
見
ゅ
駅
員
の
操
作
は
軽
く

飛
び
お
り
に
け
り

“-＝＝-＝＝＝＝＝-FEE==＝＝＝＝＝=＝-＝＝＝＝＝＝==-=-E=＝-=＝=＝=＝=＝＝＝-＝＝＝=-＝=＝-＝＝u=＝＝=＝=m-＝＝＝＝＝＝＝-＝＝-=＝＝＝-=＝＝＝-＝＝＝＝＝＝＝-=-＝=＝＝＝-＝＝＝＝＝-＝＝＝＝-＝＝＝=“ 
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一

霞

拙

[

た

ら

の

芽

の

伸

び

て

山

里

楽

し

く

す
h

と

．科

叩

み

ち

の

く

の

田

打

初

め

し

料

、

あ

そ

ぷ

．．
 
~
炉

〗
鳶
低
く
舞
ふ
て
さ
や
か
な
替
ひ
と
日

皿

野

施

行

の

踏

む

足

音

や

霜

柱

皿

春

の

浪

貝

殻

立

て

、

戻

り

け

り

カ

と

[

田

の

月

の

曇

る

は

料

料

の

集

ひ

を

り

111

血

春

か

す

み

た

な

び

く

野

良

の

群

雀

111

と
も
づ
な

叩

鏡

の

音

た

て

解

け

し

春

の

湖

．

の

り

[

海

岸

の

岩

海

苔

か

ほ

る

二

月

か

な

一

粕

汁

に

砕

う

て

あ

は

れ

や

昼

寝

な

り

..
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通
障
害
保
険
付
ぎ
び
黄
色
い
帽
子

を
贈
ら
れ
ま
し
た
。

通
園
、
涌
チ
児
に
は
必
ら
ず
黄

蓄
の
う
症
は
、
だ
れ
で
も
が
知

っ
て
い
る
鼻
の
病
気
で
す
が
、
歯

が
ら
お
こ
る
こ
と
も
あ
る
の
で

す。
上
あ
ご
の
奥
、
歯
の
根
の
先
端

が
化
膿
し
、
そ
れ
が
上
顎
洞
（
副

鼻
腔
の
一
種
で
、
ほ
お
の
骨
の
中

に
あ
る
空
洞
）
底
に
破
け
て
蓄

の

う
を
お
こ
す
わ
け
で
す
。 医学ーロ

新
入
学
児
童
の
安
全
を
願
つ
て

黄
色
い
帽
子
を
無
償
贈
呈

色
い
帽
子
を
着
用
さ
せ
、
新
入
学

児
童
を
交
通
事
故
か
ら
守
る
よ
う

に
い
た
し
ま
し
ょ
う
。

原
因
と
な
る
梱
は
、
第
一
大
臼

歯
と
い
っ
て
、
大
き
な
奥
歯
の
中

の
い
ち
ば
ん
前
に
あ
る
も
の
＾
こ

の
歯
が
虫
歯
な
ど
に
な
っ
て
い
る

と
原
因
と
な
り
や
す
い
の
で
す
。

症
状
は
、
突
然
片
方
の
鼻
か
ら

く
さ
い
う
み
の
．
よ
う
な
鼻
汁
が
流

れ
出
ま
す
。
軽
い
と
き
は
、
ふ
と

に
お
う

だ
け
の
こ
と
も

あ
り

ま
~

蓄

の

う

症

歯
か
ら
お
こ
る

四山吉南竜岩小 部
小 須法

辻屋 釜崎寺高
落

死
亡
者
氏
名

関

根

常

吉

大

竹

ウ

メ

ヨ

小

林

義

一

円

谷

ヒ

サ

鈴

木

洩

吉

我

妻

源

次

郎

石

井

ナ

カ

年
令

（叫）
(67) 

(75) 

(65) 

（
⑲） 

(68) 

(62) 

世
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お
誕
生
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

（
三
月
分
の
出
生
届
書
か
ら
）

が
、
歯
を
抜
い
た
あ
と
の
穴
が
上

顎
洞
の
底
に
ぬ
け
て
蓄
の
う
を
お

こ
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

同
じ
側
の
鼻
か
ら
く
さ
い
鼻
汁
が

出
た
よ
う
な
と
き
は
、
や
は
り
蓄

男 女 男女 い柄

の
う
症
を
疑
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

治
療
を
い
い
か
げ
ん
に
し
て
お

く
と
、
慢
性
に
し
て
し
ま
う
こ
と

が
、
し
ば
し
ば
あ
り
ま
す
か
ら
、

気
を
つ
け
た
い
も
の
で
す
。




